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わが国、
国土への働きかけの歴史④

列島保全への課題

江
戸
時
代
、
国
土
へ
の
大
挑
戦

北
前
船
に
よ
る
物
流
の
活
発
化

大
河
川
改
修
と
耕
地
開
発

　

戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
増

え
始
め
た
耕
作
地
は
、
江
戸
時
代

初
期
に
爆
発
的
に
増
え
、
１
０
０

年
余
の
間
に
耕
地
面
積
は
３
倍
に

も
な
り
石
高
や
人
口
も
急
増
し

た
。
１
７
２
０
年
頃
に
は
、
日
本

の
総
人
口
は
幕
末
の
人
口
と
同
じ

約
３
０
０
０
万
人
に
ま
で
達
し

た
。
江
戸
初
期
に
お
け
る
大
河
川

改
修
と
干
拓
の
成
果
で
あ
る
。

　

16
世
紀
か
ら
17
世
紀
半
ば
に
行

わ
れ
た
利
根
川
の
東
遷
事
業
に
よ

っ
て
、
江
戸
は
中
小
の
洪
水
に
は

襲
わ
れ
な
く
な
っ
た
。江
戸
湾（
東

京
湾
）
に
流
れ
込
ん
で
い
た
利
根

川
の
流
路
を
付
け
替
え
、
銚
子
で

太
平
洋
に
注
ぐ
よ
う
に
改
修
さ
れ

た
の
だ
。

　

こ
の
河
川
改
修
は
江
戸
の
治
水

の
ほ
か
舟
運
も
目
的
で
あ
っ
た
。

東
北
の
物
資
を
、
房
総
半
島
を
大

廻
り
し
て
江
戸
湾
か
ら
江
戸
へ
運

ぶ
ル
ー
ト
で
は
な
く
、
銚
子
で
受

け
入
れ
利
根
川
を
北
上
さ
せ
、
現

在
の
江
戸
川
の
水
系
を
使
っ
て
江

戸
に
運
ぶ
ル
ー
ト
に
変
え
た
。

　

１
６
５
４
年
（
承
応
３
年
）
に

ほ
ぼ
完
成
し
た
利
根
川
の
東
遷
と

対
を
な
し
た
、
江
戸
に
と
っ
て
の

重
要
事
業
が
荒
川
の
西
遷
だ
。
荒

川
の
上
流
部
で
当
時
の
入
間
川
に

付
け
替
え
、
流
路
を
西
に
迂
回
さ

せ
た
。
１
６
３
０
年
頃
完
成
し
た

こ
の
事
業
は
治
水
や
新
田
開
発
、

舟
運
の
拡
大
に
大
き
な
効
果
を
発

揮
し
た
。
私
た
ち
が
今
、
大
河
川

と
認
識
す
る
ほ
と
ん
ど
の
河
川

は
、
こ
の
時
期
に
何
ら
か
の
手
が

　

１
６
４
０
年
頃
、
後
に
「
北
前

船
」
と
称
さ
れ
る
日
本
海
沿
岸
を

航
海
す
る
西
廻
り
航
路
が
開
発
さ

れ
、
北
海
道
の
産
物
な
ど
が
上

方
（
大
坂
）
や
江
戸
に
届
く
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
航
路
は
日
本
沿

岸
を
伝
う
よ
う
に
巡
り
、
安
全
に

物
資
が
輸
送
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
大
き
な
富
を
各
地
に
も
た
ら
し

た
。
山
形
の
酒
田
や
福
井
の
敦
賀

な
ど
は
北
前
船
の
交
流
で
巨
大
な

富
を
集
積
し
、
こ
の
富
が
明
治
時

代
に
銀
行
を
作
っ
た
り
、
鉄
道
を

敷
い
た
り
す
る
資
金
に
も
利
用
さ

れ
、
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
力

と
も
な
っ
た
。

　

西
廻
り
航
路
の
開
設
で
わ
が
国

の
物
流
は
極
め
て
活
発
に
な
っ

た
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、

江
戸
時
代
初
期
の
河
川
付
け
替
え

な
ど
の
工
事
が
活
発
に
行
わ
れ
た

か
ら
で
、
平
和
な
時
代
を
迎
え
て

各
地
に
特
徴
的
な
産
物
が
生
ま

加
え
ら
れ
、
新
田
開
発
な
ど
の
事

業
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
時
改
修
さ
れ
た
河
川
は
、
北

か
ら
順
に
、
東
北
は
岩
木
川
・
最

上
川
・
北
上
川
・
阿
武
隈
川
▽
関

東
は
久
慈
川
・
鬼
怒
川
・
渡
良
瀬

川
・
江
戸
川
・
多
摩
川
・
鶴
見
川

・
酒
匂
川
▽
北
陸
は
阿
賀
野
川
・

信
濃
川
・
常
願
寺
川
▽
中
部
は
狩

野
川
・
富
士
川
・
安
倍
川
・
大
井

川
・
天
竜
川
・
矢
作
川
・
庄
内
川

・
揖
斐
川
・
木
曽
川
▽
近
畿
は
淀

川
・
大
和
川
・
宇
治
川
・
桂
川
・

加
茂
川
・
加
古
川
▽
中
国
は
旭
川

・
吉
井
川
・
芦
田
川
・
太
田
川
▽

四
国
は
吉
野
川
・
重
信
川
▽
九
州

は
遠
賀
川
・
筑
後
川
・
大
野
川
・

矢
部
川
・
菊
池
川
・
緑
川
・
白
川

・
球
磨
川
・
川
内
川
な
ど
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
が
わ
が
国
を
代
表
す

る
大
河
川
で
あ
る
。
大
規
模
な
事

業
が
こ
の
頃
全
国
で
行
わ
れ
た

が
、
当
時
の
技
術
力
で
は
十
分
な

効
果
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
河
川

も
あ
る
。
例
え
ば
信
濃
川
は
大
変

難
し
い
河
川
で
、
明
治
以
降
に
な

っ
て
分
水
事
業
な
ど
を
行
い
、
よ

う
や
く
何
と
か
治
水
で
き
た
。

　

江
戸
初
期
は
こ
の
よ
う
な
事
業

に
よ
り
全
国
的
に
経
済
成
長
が
著

し
い
時
期
で
、
江
戸
も
物
流
網
の

整
備
で
大
人
口
を
養
う
こ
と
が
で

き
、
新
し
い
文
化
が
次
々
と
誕
生

し
た
。
今
日
、
江
戸
時
代
の
文
化

と
呼
ば
れ
る
多
く
が
、
江
戸
初
期

の
経
済
成
長
期
に
生
ま
れ
て
い

る
。
人
形
浄
瑠
璃
の
近
松
門
左
衛

門
や
竹
本
義
太
夫
、
歌
舞
伎
の
市

川
団
十
郎
や
藤
田
藤
十
郎
、
浮
世

絵
の
菱
川
師
宣
、
仏
像
彫
刻
の
円

空
、
数
学
の
関
孝
和
、
本
草
学
の

貝
原
益
軒
、
天
文
学
の
安
井
算
哲

（
渋
川
春
海
）
な
ど
、
多
彩
な
人

材
が
こ
の
時
期
に
登
場
し
、
華
や

か
に
活
躍
し
た
。

　

当
時
の
日
本
人
は
、
よ
り
安
全

で
よ
り
使
い
や
す
い
国
土
を
つ
く

る
た
め
、果
敢
に
挑
戦
を
続
け
た
。

そ
の
治
水
の
安
全
性
向
上
や
新
た

な
耕
地
開
発
の
上
に
、
今
の
私
た

ち
が
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
。

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

れ
、
江
戸
や
上
方
に
持
ち
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
大
き
い
。

　

北
か
ら
の
産
物
と
西
国
一
円
か

ら
集
荷
し
た
物
資
を
江
戸
に
移
送

し
た
の
が
菱
垣
廻
船
や
樽
廻
船

で
、
日
本
沿
岸
を
ぐ
る
り
と
回
る

交
易
ル
ー
ト
が
完
成
し
た
結
果
、

集
荷
の
中
心
地
・
大
坂
が
天
下
の

台
所
と
し
て
栄
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
中
国
（
清
）
で
は
、
北
海
道

な
ど
の
産
物
、
俵
物
三
品
（
い
り

な
ま
こ
・
ほ
し
あ
わ
び
・
ほ
し
か

い
ば
し
ら
）
と
い
わ
れ
る
貴
重
な

海
産
物
が
好
ま
れ
、
長
崎
か
ら
の

重
要
輸
出
品
で
あ
っ
た
。
寒
天
や

昆
布
な
ど
も
輸
出
さ
れ
、
大
坂
に

も
荷
揚
げ
さ
れ
た
結
果
、
関
西
に

昆
布
の
文
化
が
根
付
き
、
今
日
、

京
都
に
に
し
ん
そ
ば
が
あ
る
の
も

北
前
船
が
に
し
ん
を
運
ん
で
き
た

か
ら
で
あ
る
。

　

か
つ
て
県
民
一
人
当
た
り
の
昆

布
の
消
費
量
が
最
も
多
か
っ
た
の

は
沖
縄
県
だ
っ
た
。
し
か
し
、
沖

縄
県
で
昆
布
が
と
れ
た
訳
で
は
な

く
、
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
沖
縄

に
昆
布
が
も
た
ら
さ
れ
、
昆
布
が

沖
縄
の
脂
の
多
い
料
理
に
う
ま
く

マ
ッ
チ
し
た
か
ら
、
と
い
え
る
。

国土への働きかけ（耕地面積の拡大）の積み重ねが
国の発展（石高の増大、人口の増加）に寄与。
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わが国の耕地面積の拡大と石高・人口の変化

徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
を
契
機
に
、
江
戸
湾
（
現
東
京
湾
）
か
ら
銚
子

へ
と
流
路
を
替
え
る
利
根
川
東
遷
事
業
が
開
始
文
禄
３
年
（
１
５
９
４

会
の
川
締
切
）
か
ら
60
年
の
歳
月
を
か
け
て
、承
応
３
年(

１
６
５
４)

、

赤
堀
川
通
水
に
よ
り
概
成

利根川の東遷

６

井関雅大駅長

国定公園下北半島の入口に位置し、県

内最大の作付面積を誇る菜の花が見頃の５月には

たくさんの人々が訪れます。「菜の花ドーナツ」

をはじめ菜の花商品が多数あり、いつの時期も人

気です。「レストラン鮮菜」では、横浜町産のホ

タテを使った「ホタテ塩ラーメン」がおススメ。
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柴﨑松雄駅長

市原産朝採り野菜と物産品を豊富に取

り揃えており、ただ今は駅自慢の甘く瑞々しいい

ちじくや梨が最盛期です。お土産、贈答品に落花

生・海苔のセットも始めました。当店のオススメ、

地元野菜・米粉を使った自家製手打ちうどんをカ
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「
国
土
教
育
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

日
本
の
社
会
科
教
育
を
様
々
な
角

度
か
ら
考
え
て
き
た
が
、
今
回
は

米
国
の
教
科
書
を
題
材
に
す
る
。

２
０
０
９
年
１
月
に
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
第
44
代
大
統
領
に
就
任
以

来
、
積
極
的
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
政

策
を
続
け
る
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大

統
領
は
、
１
期
目
の
就
任
演
説
で

「
新
し
い
雇
用
を
創
造
す
る
だ
け

で
な
く
、
成
長
の
新
し
い
基
盤
を

築
く
た
め
に
我
々
は
行
動
す
る
。

我
々
は
商
業
の
糧
と
な
り
、
我
々

を
結
び
つ
け
る
道
路
や
橋
、
送
電

網
や
通
信
網
を
造
る
」
と
宣
言
、

さ
ら
に
米
国
民
と
し
て
の
彼
の
国

家
観
、
歴
史
観
を
語
っ
た
。

　

そ
の
国
家
観
、
歴
史
観
は
「
リ

ス
ク
を
と
り
、
行
動
し
、
物
を
作

り
出
す
人
々
が
繁
栄
と
自
由
へ
の

長
い
で
こ
ぼ
こ
道
を
導
い
て
く
れ

た
。多
く
は
無
名
の
働
く
男
女
だ
。

私
た
ち
の
た
め
わ
ず
か
な
所
持
品

を
鞄
に
詰
め
て
海
洋
を
旅
し
、
新

し
い
生
活
を
探
し
て
く
れ
た
。
工

場
で
汗
を
流
し
、西
部
を
開
拓
し
、

む
ち
打
ち
に
耐
え
、
硬
い
大
地
を

耕
し
た
。
独
立
戦
争
の
コ
ン
コ
ー

ド
、
南
北
戦
争
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー

グ
、
第
二
次
大
戦
の
ノ
ル
マ
ン
デ

ィ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
ケ
サ
ン

な
ど
で
戦
い
命
を
落
と
し
た
。
私

た
ち
が
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
送
れ

る
よ
う
苦
闘
し
、
犠
牲
を
払
い
、

手
が
腫
れ
る
ま
で
働
い
て
く
れ

た
。
生
ま
れ
や
富
や
党
派
の
違
い

を
超
越
し
た
国
だ
っ
た
。
こ
れ
が

今
も
我
々
が
続
け
て
い
る
旅
だ
。

我
々
は
依
然
と
し
て
地
球
上
で
最

も
繁
栄
し
、
強
い
国
家
だ
」。

　

歴
代
の
就
任
演
説
同
様
、
明
確

に
建
国
の
理
念
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。

先
人
た
ち
の
国
土
へ
の
働
き
か
け

と
努
力
の
上
に
今
の
暮
ら
し
や

「
自
由
」
の
理
念
が
あ
り
、
将
来

世
代
に
確
実
に
引
き
継
ぐ
使
命
感

が
あ
っ
た
。
過
去
と
現
在
と
未
来

を
繋
ぐ
壮
大
な
物
語
が
あ
っ
た
。

　

米
国
に
は
日
本
の
学
習
指
導
要

領
の
よ
う
な
全
国
的
に
統
一
さ
れ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
な
い
。
教
育

は
州
政
府
や
学
校
区
に
任
さ
れ
、

各
学
校
区
や
学
校
は
、
連
邦
法
を

受
け
て
民
間
教
育
関
係
団
体
が
作

っ
た
、
教
科
毎
の
全
米
共
通
教
育

基
準
を
参
考
に
し
た
各
州
の
教
育

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
活
用
し
て
い

る
。
教
科
書
出
版
社
は
自
社
教
科

書
の
採
用
を
目
指
し
多
く
の
州
の

定
め
る
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
参

考
に
教
科
書
を
編
集
す
る
。

　

大
手
教
科
書
出
版
社
の
小
学
５

年
生
用
「
合
衆
国
史
」
を
例
に
取

る
。
米
国
の
歴
史
教
育
に
は
４
つ

の
主
題
が
あ
る
。

　

第
１
は「
地
理
・
国
土
」だ
。「
ア

メ
リ
カ
の
国
土
」
で
始
ま
り
、
古

代
先
住
民
の
時
代
＝
灌
漑
施
設
整

備
／
植
民
地
時
代
＝
河
川
・
水
路

に
よ
る
水
運
と
河
口
部
の
港
／
独

立
革
命
か
ら
南
北
戦
争
＝
国
道
や

運
河
・
大
陸
横
断
鉄
道
建
設
／
20

世
紀
か
ら
現
在
＝
大
都
市
形
成
と

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
パ
ナ
マ
運

河
、テ
ネ
シ
ー
川
流
域
開
発
な
ど
、

「
地
理
・
国
土
」
の
相
互
関
係
を
、

歴
史
を
通
し
て
学
ぶ
。

　

第
２
は
「
移
住
・
移
民
」。
氷

河
期
に
ベ
ー
リ
ン
グ
地
峡
を
渡
り

南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
移
住
し
た

古
代
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
始
ま
り
、

入
植
・
植
民
地
時
代
は
イ
ギ
リ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
系
移
民

と
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
、
18
世
紀
中

頃
か
ら
は
ド
イ
ツ
・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
系
移
民
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま

で
は
イ
タ
リ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
・
ス
ラ

ブ
系
移
民
、
大
戦
後
は
ア
ジ
ア
・

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
系
移
民
な
ど
。

中
心
と
な
る
民
族
は
時
代
と
と
も

に
変
化
し
た
が
、
常
に
世
界
中
か

ら
移
民
を
受
け
入
れ
た
。
移
民

は
、
壮
大
な
国
土
を
永
住
の
地
と

定
め
、
よ
り
良
い
生
活
を
目
指
し

て
西
部
へ
、
北
部
へ
大
陸
を
移
動

し
た
歴
史
を
教
え
る
。

　

第
３
は
「
多
様
性
」
だ
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、

ア
フ
リ
カ
系
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
、
ア
ジ
ア
系
な
ど
世
界

で
も
有
数
の
多
民
族
国
家
。
宗
教

も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
主
流
だ

が
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
、
ユ

ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
、
多

様
な
宗
教
を
抱
え
る
。
多
民
族
・

多
宗
教
な
集
団
こ
そ
が
、
ア
メ
リ

カ
の
文
化
的
価
値
を
創
り
出
し

た
。

　

教
科
書
の
最
終
単
元
は
「
多
様

性
」
が
大
き
な
柱
。「
民
族
と
宗

教
の
多
様
性
は
合
衆
国
の
最
大
の

強
み
」
と
教
え
、
彼
ら
の
伝
統
文

化
を
歴
史
の
主
流
に
位
置
付
け

る
。
女
性
の
社
会
的
貢
献
を
高
く

評
価
し
て
い
る
の
も
特
徴
だ
。

　

第
４
は
「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
」。

キ
ン
グ
牧
師
が
訴
え
た
人
種
平
等

実
現
の
「
夢
」、
民
主
主
義
国
家

の
市
民
の
権
利
と
責
任
。
若
者
の

将
来
の
投
票
権
行
使
へ
の
期
待
も

「
し
っ
か
り
学
習
し
て
大
人
に
な

っ
た
時
に
良
い
投
票
が
で
き
、
民

主
主
義
に
貢
献
す
る
こ
と
が
合
衆

国
を
よ
り
良
い
国
に
す
る
」
な
ど

と
教
え
ら
れ
る
。 

　

オ
バ
マ
大
統
領
の
就
任
演
説

は
、
日
本
人
に
は
先
達
へ
の
畏
敬

の
念
や
次
世
代
へ
の
強
い
思
い
を

込
め
た
特
別
な
演
説
に
聞
こ
え
た

が
、
米
国
民
に
は
ご
く
自
然
な
、

合
衆
国
大
統
領
に
ふ
さ
わ
し
い
演

説
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な

ら
学
校
で
ず
っ
と
学
習
し
て
き
た

内
容
そ
の
も
の
で
「
合
衆
国
史
」

　家族連れドライブで、ガソリンスタンド
での給油を終え、いざ出発すると、子ども
から「オシッコ」の声。まとめて済ませれ
ば時間も節約できるのにと思いつつ、トイ
レのある休憩地をナビで検索、という経験
をお持ちでしょう。車社会が発達しても、
なかなか「人馬一体」いや「人車一体」で
くつろげる休憩地点は少ない気がします。
　駅という施設は、律令時代の駅伝制から
江戸時代における飛脚制度を経て、明治中
期の駅逓制度まで、一貫して情報の中継基
地の役割を担っていました。情報のメッセ

ンジャーである人と馬の休息とエネルギー
補給が、古来からの駅のサービスの根幹で
す。
　道の駅は、休憩機能、情報発信、地域連
携の３つの機能を備えており、道の駅にい
けば「人」は安心してくつろげるサービス
を享受できますが、馬の代わりの「車」で
みると、不思議とエネルギー補給できる道
の駅は、あまり目にすることはありません。
　東日本大震災はじめ数々の災害の教訓を
踏まえ、道の駅は防災機能の拠点としての
重要性が認識され、非常時に備えた電源確
保の整備が進められています。加えて、動
力源となるガソリン補給などの備えがあれ
ば、電力源を含む総合的なエネルギーの備
蓄基地にもなるのではないでしょうか。道
の駅は新たなエネルギー保障の姿を思い描
かせます。

「
民
族
と
宗
教
の
多
様
性
は
最
大
の
強
み
」

シリーズ「国土教育」 「多数から一つへ」の「合衆国史」教育

「地理・国土」の相互関係、歴史を通し学ぶ

の
授
業
の
延
長
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

多
様
化
が
益
々
進
む
米
国
で
、

国
家
を
統
合
し
続
け
る
オ
バ
マ
大

統
領
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
厳
し
く

困
難
に
違
い
な
い
。
だ
が
、
こ
れ

か
ら
も
「
多
数
か
ら
一
つ
へ
」「
神

の
下
な
る
一
つ
の
国
家
」
と
い
う

モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
米
国
は
「
合

衆
国
史
」
教
育
と
と
も
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

翻
っ
て
日
本
の
社
会
科
教
育
は

地
理
、
歴
史
、
公
民
な
ど
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
教
育
思
想
に
統
一
感
が

乏
し
い
。
も
っ
と
重
層
的
、
立
体

的
、
統
一
的
に
な
っ
て
ほ
し
い
、

と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

（
国
土
交
通
省　

国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所　

総
合
技
術
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー　

森
田
康
夫
）

米
国
の
歴
史
教
科
書
と
日
本
の
社
会
科
教
科
書
。
厚
さ
の
違

い
に
も
驚
く
＝
い
ず
れ
も
小
学
５
年
生
用

７

薄井英雄組合長

豊かな自然と義経伝説の東山道にあ

り、大きな2連水車が目印です。直径2ｍの巨大石

臼で挽いた地粉100％の「手打ちそば」は格別の味

で、日・祝日は首都圏からのお客様で長い行列が

できます。伊王野茶屋のそばソフトクリーム、薄

皮たい焼き、鮎の炭火焼きもオススメ。

栃木県那須郡那須町大字伊王野459

国道294号 0287－75－0653

井元俊夫事業部長

昔ながらの「入浜式復元塩田」「釜屋」

を設け毎日４人の職員が天然塩を作っており、こ

の貴重な塩で作った塩入りキャラメルや塩アメが

人気です。2011年夏にリニューアルして来園者が

大幅に増え、海沿いのレストランから眺める瀬戸

大橋や塩飽諸島に沈む夕日に魅せられています。

香川県綾歌郡宇多津町浜一番丁4

県道194号 0877－49－0860

安田英美ベーカリー店長

智恵子の故郷にふさわしく、安達太良

山を望む「ほんとうの青い空」と「おもてなしの

心」が皆さんに快適空間を提供します。今年4月、

全国でも珍しい上下線に施設がある道の駅になり、

限定販売のバーガーや焼き立てメロンパン、生乳9

4％生ソフトクリームが人気です。

福島県二本松市下川崎字上平33－1

国道4号 0243－61－3100


